
20
〜
30
分
か
け
て
オ
ゾ
ン
で
活
性
化
さ
れ
た

血
液
を
再
び
体
内
に
戻
す
と
い
う
も
の
。
こ

れ
に
よ
り
体
全
体
の
血
流
の
活
性
化
の
ほ
か
、

抗
酸
化
力
の
強
化
や
全
身
の
酸
素
化
、
末
梢

血
流
の
増
加
な
ど
が
起
こ
る
と
い
う
。

オ
ゾ
ン
療
法
は
電
話
予
約
後
、
問
診
と
甲

状
腺
機
能
検
査
（
必
須
）
と
Ｇ
６
Ｐ
Ｄ
欠
損

症
（
任
意
）
の
検
査
結
果
を
経
て
実
施
す
る
。

木
佐
貫
院
長
は
「
オ
ゾ
ン
療
法
は
、
抗
酸

化
力
の
強
化
に
よ
る
老
化
防
止
や
ア
ト
ピ
ー

等
の
肌
状
態
の
改
善
、
自
前
の
イ
ン
タ
ー
フ

ェ
ロ
ン
を
増
や
す
こ
と
に
よ
る
Ｂ
型
・
Ｃ
型

肝
炎
へ
の

効
果
や
、

脳
梗
塞
や

心
筋
梗
塞

と
い
っ
た

虚
血
性
疾

患
な
ど
に

効
果
が
あ

る
と
言
わ

れ
て
い
ま

す
」
と
話

し
て
い
る
。

皮
膚
科
・
ア
レ
ル
ギ
ー
科
の
ア
ト
ピ
ア
ク
リ

ニ
ッ
ク
（
菊
陽
町
辛
川
、
稲
葉
葉
一
院
長
）
は

こ
の
ほ
ど
、
爪
白
癬
（
爪
水
虫
）
の
服
薬
し
な

い
治
療
法
を
開
始
し
た
。

治
療
の
名
称
は
「
キ
ャ
ッ
プ
・
オ
ン
・
ネ
イ
ル
・

テ
ラ
ピ
ー
」。
ブ
チ
ル
ゴ
ム
製
の
ア
プ
リ
ケ
ー

タ
ー
と
呼
ば
れ
る
キ
ャ
ッ
プ
を
患
部
の
爪
に
貼

り
、
そ
の
中
に
液
体
の
水
虫
薬
を
注
入
す
る
こ

と
で
爪
に
直
接
浸
透
さ
せ
る
と
い
う
稲
葉
院
長

が
考
案
し
た
治
療
法
。
装
着
と
水
虫
薬
の
注
入

に
か
か
る
時
間
は
５
分
程
度
で
、
48
時
間
装
着

す
る
。
装
着
中
も
靴
を
は
く
こ
と
が
で
き
、
運

動
や
入
浴
な
ど
の
制
限
も
な
い
。
症
状
に
よ
っ

て
異
な
る
が
、
１
カ
月
に
１
回
の
治
療
を
半
年

間
続
け
れ
ば
完
治
す
る
と
い
う
。
現
在
の
と
こ

ろ
、
治
療
に
用
い
る
ア
プ
リ
ケ
ー
タ
ー
は
親
指

の
み
に
対
応
し
て
い
る
。
保
険
適
用
外
の
自
由

診
療
と
な
る
。
治
療
に
は
事
前
の
予
約
が
必
要
。

同
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
は
「
主
流
の
服
薬
治
療
は

副
作
用
や
ほ
か
の
薬
と
の
相
互
作
用
の
恐
れ
が

あ
る
た
め
、
持

病
を
持
つ
人
に

は
向
き
ま
せ

ん
で
し
た
。
爪

白
癬
治
療
の
新

た
な
選
択
肢
に

な
っ
て
ほ
し
い

で
す
ね
」
と
話

し
て
い
る
。

月
出
１
丁
目
に
胃
腸
内
科
・
内
科
の
診
療
所
を
開
院

元
熊
本
赤
十
字
病
院
勤
務
の
吉
永
医
師

元
熊
本
赤
十
字
病
院
勤
務
の
吉
永
秀
哉
医

師
は
こ
の
ほ
ど
、
熊
本
市
月
出
１
丁
目
に
胃

腸
内
科
・
内
科
の
診
療
所
を
開
院
し
た
。

場
所
は
通
称
県
立
大
通
り
沿
い
、
熊
本
県

立
大
学
南
西
側
。
院
名
は
「
吉
永
ク
リ
ニ
ッ

ク
」。
敷
地
面
積
５
０
０
㎡
、
木
造
２
階
建

て
で
、
延
べ
床
面
積
２
７
７
㎡
。
１
階
は
受

付
、
待
合
室
（
一
般
用
と
内
視
鏡
検
査
用
２

室
）
の
ほ
か
、
診
察
室
（
２
室
）、
事
務
室
、

レ
ン
ト
ゲ
ン
室
、
更
衣
室
、
内
視
鏡
室
、
リ

カ
バ
リ
ー
室
な
ど
を
配
置
。２
階
は
院
長
室
、

ス
タ
ッ
フ
ル
ー
ム
、ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
ル
ー
ム
。

診
療
科
目
は
胃
腸
内
科
、
内
科
。
胃
と
大

腸
の
内
視
鏡
シ
ス
テ
ム
や
エ
コ
ー
、
レ
ン
ト

ゲ
ン
、
心
電
図
、
血
液
検
査
機
器
を
導
入
し

て
い
る
。
ま
た
、
有
害
物
質
や
臭
い
を
除
去

す
る
タ
イ
ル
や
バ
リ
ア
フ
リ
ー
を
採
用
。
診

療
時
間
は
午
前
９
時
か
ら
正
午
、
午
後
２
時

か
ら
同
６
時
（
水
曜
の
午
後
は
休
診
、
土
曜

日
は
午
後
３
時
）
ま
で
。
ス
タ
ッ
フ
は
院
長

以
下
、
看
護
師
、
事
務
な
ど
計
６
人
。

吉
永
院
長
は
「
こ
れ
ま
で
は
主
に
急
性
期

の
患
者
を
診
て
き
ま
し
た
が
、
今
後
は
地
域

の
か
か
り
つ
け
医
と
し
て
、
総
合
病
院
に
行

く
前
の
つ
な
ぎ
役
を
担
っ
て
い
き
ま
す
」
と

話
し
て
い
る
。

春
日
６
丁
目
に
自
由
診
療
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
を
開
院

く
り
あ
診
療
所

医
療
ニ
ュ
ー
ス

医
療
ニ
ュ
ー
ス

服
薬
し
な
い
爪
水
虫
の
治
療
法
を
開
始

ア
ト
ピ
ア
ク
リ
ニ
ッ
ク

▲県立大通り沿いに開院した「吉永クリニック」

く
り
あ
診
療
所
（
熊
本
市
春
日
６
丁
目
、

北
川
マ
ミ
医
師
）
は
３
月
、
同
地
に
自
由
診

療（
代
替
医
療
）の
ク
リ
ニ
ッ
ク
を
開
院
し
た
。

保
険
適
用
外
の
自
由
診
療
（
代
替
医
療
）

ク
リ
ニ
ッ
ク
と
し
て
、
身
体
の
中
で
の
分
子

の
や
り
と
り
（
栄
養
素
の
働
き
）
に
着
目
し
、

生
体
恒
常
性
（
ホ
メ
オ
ス
タ
ー
シ
ス
）
を
整

え
る
こ
と
で
疾
病
の
予
防
や
治
療
を
目
指
す

分
子
整
合
栄
養
医
学
に
基
づ
い
た
医
療
を
提

供
す
る
。
場
所
は
Ｊ
Ｒ
熊
本
駅
・
新
幹
線
口

南
側
。
新
築
の
２
階
建
て
テ
ナ
ン
ト
ビ
ル
１

階
に
入
居
。
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
専
有
面
積
は
約

１
４
８
㎡
。
診
察
室
、
処
置
室
、
約
51
㎡
の

広
め
の
待
合
室
な
ど
を
設
置
し
て
い
る
。

診
療
日
・
診
察
時
間
は
当
面
、
月
曜
日
の

午
前
９
時
〜
午
後
２
時
、
土
曜
日
の
午
前
９

時
〜
午
後
５
時
ま
で
の
週
２
回
。
ス
タ
ッ
フ

数
は
医
師
２
人
、
看
護
師
１
人
、
事
務
１
人

の
計
４
人
。
駐
車
場
は
７
台
収
容
。
近
隣
の

医
療
機
関
と
も
連
携
し
、
詳
細
な
問
診
と
血

液
検
査
を
中
心
と
し
た
診
断
を
行
い
、
予
防

的
見
地
か
ら
個
人
に
対
応
し
た
栄
養
素
の
至

適
量
を
ア
ド
バ
イ
ス
す
る
ほ
か
、
が
ん
治
療

の
一
助
と
な
り
得
る
と
い
う
高
用
量
の
ビ
タ

ミ
ン
Ｃ
を
、
静
脈
か
ら
点
滴
す
る
高
濃
度
ビ

タ
ミ
ン
Ｃ
点
滴
療
法
も
提
供
す
る
。

同
診
療
所
は
「
難
病
で
苦
し
ん
で
い
る
方

の
Ｑ
Ｏ
Ｌ
（
生
活
の
質
）
を
向
上
さ
せ
る
、

こ
れ
か
ら
の
医
療
を
目
指
し
ま
す
」
と
話
し

て
い
る
。

▲春日７丁目の新幹線口南側に開院した「くりあ
診療所」

オ
ゾ
ン
ガ
ス
を
用
い
た
血
液
ク
レ
ン
ジ
ン
グ
療
法
を
開
始

シ
ャ
ワ
ー
通
り
き
さ
ぬ
き
ク
リ
ニ
ッ
ク

熊
本
市
下
通
２
丁
目
の
シ
ャ
ワ
ー
通
り
き

さ
ぬ
き
ク
リ
ニ
ッ
ク
（
木
佐
貫
浩
一
院
長
）

は
こ
の
ほ
ど
、
酸
化
療
法
の
一
種
で
あ
る
「
オ

ゾ
ン
療
法
」（
血
液
ク
レ
ン
ジ
ン
グ
療
法
）
を

開
始
し
た
。

酸
化
療
法
と
は
少
量
の
酸
化
ス
ト
レ
ス
を

与
え
る
こ
と
で
体
が
自
前
で
持
つ
抗
酸
化
力

を
強
化
す
る
と
い
う
治
療
法
で
、
オ
ゾ
ン
療

法
は
オ
ゾ
ン
ガ
ス
を
用
い
た
さ
ま
ざ
ま
な
治

療
法
の
総
称
。

オ
ゾ
ン
療
法
で
は
１
０
０
㏄
程
度
の
血
液

を
採
血
し
、
血
液
に
オ
ゾ
ン
ガ
ス
を
混
合
。

▲酸化療法の一種、「オゾン療法」を
開始した「シャワー通りきさぬきクリ
ニック」

▲ブチルゴム製のアプリケーター
に液体の水虫薬を注入。装着中も
日常生活に制限はない
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